
■大学・学部と附属学校との共同研究■ 

 

山形大学地域教育文化学部・大学院教育実践研究科と附属学校園との共同研究について 

～県教委と連携した探究型学習の推進とカリキュラム・マネジメントの取組～ 

 

中井 義時 

 

１．はじめに～探究型学習のスタートは幼児期の「遊び込む」ことから～ 

 山形大学附属学校は、山形県教育委員会の「探究型

学習推進プロジェクト事業」推進協力校になっており、

大学と連携しながら先進的且つ、地域の学校のモデル

となる探究型学習の研究に取り組んでいる。 

 探究型学習の原点を、目の前の課題に夢中になって

取り組む、まさに「遊び込む」姿にこそ見ることがで

きると考え、幼小中連続した学びの在り方と目標具現

化のカリキュラムを開発しながら研究を進めている。 

  

２．すべての教育活動の基盤となる学校経営グランドデザイン 

 山形大学附属学校園では、山形大学の教育経営担当の教授等の助言を受けながら、通常の教育活動

から教員の養成・研修、先進的な研究活動を含め、各校園長が「学校経営のグランドデザイン」を作

成し、目標具現化に努めている。このグランドデザインは附属学校園の経営の基本となるものであり、

研究もここからスタートする。学長はじめ執行部役員にプレゼンテーションを実施し、協議しながら

進めている。下図は附属幼稚園のものである。（概要を中心に詳細等は省略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

３．附属幼稚園の取組：遊び込む子どもを育む保育と「遊びの保育デザイン」の作成 

（１）遊び込む子どもを育む保育 

 附属幼稚園では、幼児教育に精通している３名の共同研究協力

者（山形大学教員）の他にも、造形や生活科、教育方法、特別支

援教育に造詣の深い４名の研究者（山形大学教員）と共に、「遊び

込む子どもを育む保育」を探究している。 

 右の写真は、興味津々に「おちゃづくりを探究する」子どもと、

試行錯誤を繰り返しながら目の前の課題をクリアしていく「水道

管工事ごっこ」に夢中になっている子どもの状況を表したもので

ある。このような遊びの文脈、遊びの状況とその変化を丁寧に読

み取り、事例の図式化・再考察を行いながら、保育者の援助・働

きかけについての考察を進めている。研究を進めるにあたっては、

「遊びの読み解き方」（主体的態度・遊び課題の生成・他者との関

わり・対象との関わり）の視点を持つこと、遊びのエピソードを

記録・整理している「遊然草」の活用、ユートークカフェ（ＵＴ

Ｃ）と呼んでいる「保育者の語り合い」を大切にしている。 

 

（２）遊びの保育デザイン 

 附属幼稚園では保育のカリキュラム・マネジメントとして、3～5歳児を各Ⅲ期からⅣ期に分け「遊

びの保育デザイン」を作成している。発達段階における遊びのテーマやねらい、幼児期の終わりまで

に育てたい「１０の力」、援助のポイントを参考に実践・評価し、改善を進めている。 

遊びの保育デザイン（5歳児 Ⅳ期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 令和元年度 山形大学附属幼稚園 「遊びの保育デザイン」（5歳児 Ⅳ期 1～3月） 

 

 

  



 

４．附属小学校の取組：探究型学習の推進とカリキュラム・マネジメント 

（１）探究力の基礎を習得する 

 附属小学校では、子ども自身が問いをもち、課題解決の

過程で「学びのよさ」を実感し、「これまでの学びを生かす」

ことで、探究力の基礎を習得することをめざしている。 

 その基礎となる課題探究力の育成については、各教科等

の目標や特性に応じ、大学との連携で研究を進めている。

図４は、「今の自分」から「よりよい自分」に向かう子ども

の問題解決の歩みを示したものであるが、次の３つの視点

を追求する中で、「子どもの問題解決力」を育てている。 

○ 子どもの問題解決にかかわること 

視点１…子どもが「問い」をもつ 

視点２…子どもが「学びのよさを実感」する 

○ 他教科やくらしの中でも「見方・考え方」が生きて働  

くようになるということにかかわること 

視点３…子どもが「これまでの学び」を生かす 

 

 

（２）探究的な学びを核にした学級カリキュラムの創造と実践 

 右の写真は、附属小学校公開研究会（2018.6/22）におけるカ 

リキュラム・マネジメントに関する対談の様子である。附属小 

学校Ｎ教諭の「学級カリキュラム」とその実践について、山形 

大学教員がカリキュラム・マネジメントの視点から価値付けし 

その教育効果を考察した対談である。 

 附属小学校では、以前から教科横断的な学級カリキュラムを 

作成した教育実践に取り組んでおり、現在は、カリキュラム・ 

マネジメントの視点からの見直し、改善を行っている。さらに 

は地域の学校に普及できる「学級カリキュラム・マネジメント」の作成、進め方について、大学との

共同研究に取り組んでいる。 

 右図４年生の年間カリキュラ

ム・デザインのよさは、 

① 中核に総合的な学習の時間

での学習を据え、最後の総

合表現活動まで探究的な学

びで進めていること 

② 小単元ごとの探究のまとめ

を「新聞作成」にし、繰り

返し実施し、その資質・能

力の育成を国語の学習関連

づけて進めていること 

と、捉えている。 

  

 

○ 子どもの問題解決にかかわること 

視点１…子どもが「問い」をもつ 

視点２…子どもが「学びのよさを実感」する 

○ 他教科やくらしの中でも「見方・考え方」

が生きて働くようになるということにかかわ

ること 

視点３…子どもが「これまでの学び」を生かす 
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図４ 探究力の基礎を育む子どもの問題解決 

 図５ 山形大学附属小学校 4年 2組(2018)の学級カリキュラムの概要 (作成 中井) 

写真３ 2018公開研究会での対談の様子 



 

５．附属中学校の取組：各教科と総合的な学習の時間における探究型学習の取組 

（１）各教科における探究型学習のモデル提示と出前授業の実施 

 附属中学校では、総合的な学習の時間はもとより、各教科の特性に応じ「探究型学習」に取り組ん

でいる。探究のプロセスである「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現（学びの振

り返り）」、さらに、発展学習と各段階における学習活動をわかりやすく整理し、「探究型学習のモデル」

として提示し、出前授業の要請にも応えている。 

 

 

 

（２）大学と連携した総合的な学習の時間の探究型学習 

 写真４，写真５は附属中学校第３学年の生徒が総合的な学習の時間における「自己の研究課題」を

探究していくにあたっての「図書館での調べ方」「まとめ方」等について、山形大学の教員から講義を

受けている様子を表したものである。 

 附属中学校においては総合的な学習の時間における探究型学習を推進するため、平成２９年度に大

学所属のプロジェクト教員を附属中学校に配置し、カリキュラムの作成等に取り組んだ。平成３０年

度には、プロジェクト教員を中心に単元を開発・実施し、第３学年生徒がまとめた卒業論文について、 

大学教員から直接コメント

を受ける卒業論文評価会を

実施した。 

 附属中学校からは「探究

学科」のある高等学校に多

くの生徒が進学しており、 

中学校での学びが活かされ

ていると言える。 

  

写真４ 図書検索方法を説明する大学教員 写真５ 論文の書き方を講義する大学教員 

 図６ 第 1学年 数学「比例・反比例」～ランドルト環の仕組みを調べよう～ 探究型学習の展開（2019） 



 

（３）探究型学習で育む資質・能力とカリキュラム・マネジメント 

 附属中学校では、大学所属のプロジェクト教員と探究型学習の研究を進めながら、表１に示してい

る“探究型学習における５０の「学び方」指導項目”を作成した。大学教員による授業や大学図書館

の活用では探究活動のスキルを身につけることができた。今後は、このような学び方を高めていくた

めに、各教科の学習のカリキュラムや指導方法の改善に取り組むことを研究推進の課題としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．附属特別支援学校の取組 

～特別支援学校における探究型学習（主体的・対話的で深い学び） 

とカリキュラム・マネジメント～ 

（１）授業改善からカリキュラム・マネジメントへ 

 写真６は、2019年度特別支援学校「授業づくり研修会」において、

授業公開した各教室の前に掲示された授業の見どころである。ポイ

ントは「授業改善の“before”＆“after”」である。 

 附属特別支援学校では、主体的・対話的で深い学びを踏まえた授

業改善についても、これまでの授業とどのように変わったのかを明

確にした「授業改善の“before”＆“after”」を研究の成果として

発表した（2018）。これは、山形大学の共同研究者とともに考え、実

践したものであり、授業改善の比較は、教育課程全体（授業計画・

指導内容・指導方法・学習評価）や個別の指導計画も見直す結果と

なった。今後も、カリキュラム・マネジメントの視点に基づいて授

業改善に取り組んでいきたいと考えている。 

  

 表１ 総合的な学習の時間における「探究型学習」 ５０の「学び方」 指導項目一覧 

写真６ 授業づくり研修会で教室に

掲示された授業の見どころ 



 

（２）幼児教育にも通じる「遊び」、「生活」を基本にした小学部１組（低学年）のカリキュラム 

 下記の表２、表３、写真７、写真８は、小学部１組（低学年）のカリキュラムの一部及び実践の状

況を示したものである。小学部１組におけるカリキュラム編成のポイントは、特別支援学校新学習指

導要領(2017)を踏まえ、「遊び」と「生活そのもの」を中核に置いている点である。さらに、2018 年

度から各教科等を合わせた指導においても教科等の関連をより意識するため、表２のような教務主任

が考案した様式でカリキュラムを作成している。表３は、遊びの指導「だんぼおるのまちであそぼう」

に関わる教科等の関連を整理した表である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．おわりに 

 地方の附属学校園に求められる使命は、未来を見据えたわかりやすい先進的な研究と同時に、地域

の実態や特色を踏まえ、県教育委員会と連携しながら「地域に貢献できる研究・教育活動」を創造し、

普及することであると考えている。教育の成否は直接子どもの指導にあたる教員一人一人にかかって

いるが、能力のある個人が意欲的、創造的に取り組むだけでなく、様々な教員が「つながり」の中で

自己の使命を自覚し実践することを今後さらに大切にしていかなければならない。 

 山形大学附属学校園が共通に取り組んでいる「探究型学習」については、県教委重要事業の協力校

になることにより、地域とのつながりだけでなく、各附属学校園がつながることになった。また、各

学校園で研究的に取り組んでいるカリキュラムの創造は、新学習指導要領において取り組むべき重要

事項であるが、地域の学校等が四苦八苦しているだけに、今後さらに大学との共同研究が必要である。

経営と研究の一体化の中で、教員一人一人の「カリキュラム・マネジメント力」が求められる。 

 

山形大学大学院教育実践研究科 教授（附属学校運営副部長） 

 表２ 附属特別支援学校小学部１組（低学年）前期カリキュラム表（2019） 

 表３ 小学部１組（低）遊びの指導「だんぼおるのまちであそぼう」 

に関する教科等横断的カリキュラム表 

写真７ 段ボールを探す子ども 

写真８ 遊びに夢中 


